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70年代階級闘争の
　　　　　新たな飛躍にむけて

商学部学生会

　日本帝国主義者のアジア侵略に向っての犬反動

攻撃はいよいよもって、その全貌をむきだＵこし

つつある。我々は今こそアジア再侵略と総対決す

る日本プロレタリアー!ヽ入沢の戦列をガヴ千リと

固めねばならない。

　日帝は、70年尾山二到った民衆の昂楊が、�計

のアジア侵略との対決という内宮において、その

戦列を再構成され、いま各所でおニる民衆の反抗

を包みこみ非妥協的資質をちっ帽階級闘争の反掌

の展開以前に、それをしりつぼみに敗北主義的挫

折に追いこみ、その力関係の下に排外主義・天白

川イデオロギ一の大渦の中に民衆をのみニまんと

しているのである。

　とりわけ、沖縄人管が日帝のアジア陽侵略を展

開してゆくときの主軸にあるということのもって

いる意味をしっかりと踏まえねばならない。

　もとより日帝にしてみれば、アジアに対する1証

の犠牲を強いる以外に生きられぬという日帝の帝

国主義的存立の危機的構図の秘方をふたたび｀公然

とさせる危険を意味しているのであるが、しかし

我々プロレタリアートにとってそれは、侵略の実

兵と自からを化す危機を鋭く孕むものとなってい

る。

　目帝のアジア侵略に㈲し、そのもとに動員され

た歴叫的経験をもつ日本プロレタリアート人､民は、

その根底的批判の階級的物石化なＵﾆすごしてき

た戦後的現実のもとで，今日「仕ぢがなかった」
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ということから、「侵略は日本のために必要であ

った」「車隊生活こそ充実した生活であった」な

どという把握と感性にいままた引きづり込まれん

としており、そうなれば、日帝アジア侵略を感じ

とる感性さえ堅持しえ々く々らんとしているので

ある。

　かかる腐敗をたら切って日本プロレタリアート

はこ度と叫び侵略を許さず、侵略に地すべり的に

陥まんとしている日帝を打ち倒す二とができるか

どうか聞かれているのである。

　その決定的ポイントニそ、7!年的参の攻防の水

輪たる沖繩・人骨の中で，日本プロレタリアート

人氏は削二侵略に対決する根底的批判の自覚の契

機をつかみうるかどうかにかかっているのである。

　我々は今こそ、第ぐ帝田上義に対する階級的

敗北の占任を明らかにし、第二にその敗北ﾌ）結果

によって、アジア人､民に対する侵略の直披の担い

｝として悪業をつくしたことの責任をえく川出し、

第二にその結剔　依然として残っており、その解

決の責任が聞かれているという二と今はっきりさ

せる闘いをなんといってもやりとけ八ば々らない,．

　殼後にべ島反故敵，右翼民族滅を打ち破り、犬

l辻川イデオロギーを打倒する闘いにケプJをllげ，

永続的自己解放の闘いに向けてﾌ）決起をここに訴

える。
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